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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【提出日】平成20年9月22日(2008.9.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
組織の炎症を抑制するための薬学的組成物であって、
（a）ＮＦ－κＢオリゴヌクレオチドデコイ；
（b）前記デコイが投与される組織における細胞内への前記デコイの送達を促進する、（a
）を含むマイクロエマルジョン；
を含み、それによって、前記組織におけるＮＦ－κＢ介在性のプロ炎症性遺伝子の発現を
低減し、かつ前記炎症を抑制する薬学組成物。
【請求項２】
ラウレス硫酸ナトリウム、Ｎ－ラウロイルサルコシン、ソルビタンモノラウレート２０、
およびミリスチン酸イソプロピルから選択される浸透促進剤を、約０．３重量％から約１
０重量％の濃度で含む、請求項１に記載のマイクロエマルジョン組成物。
【請求項３】
テンプレートと同じ配列を有するＤＮＡが、前記テンプレートの５０％と置換するのに８
１モル過剰を必要とする電気泳動移動度シフトアッセイにおいて、前記オリゴヌクレオチ
ドデコイがＮＦ－κＢ ｐ６５／ｐ５０ヘテロ二量体に結合している標識化テンプレート
の少なくとも５０％と置換しており、前記アッセイにおいて用いられる前記テンプレート
が配列番号２６からなる非修飾二本鎖ＤＮＡである、請求項１に記載のマイクロエマルジ
ョン組成物。
【請求項４】
前記デコイがＦＬＡＮＫ１－ＣＯＲＥ－ＦＬＡＮＫ２の式を有するヌクレオチド配列を含
み、
ＣＯＲＥが、ＧＧＡＣＴＴＴＣＣ（配列番号１３）、ＧＧＡＴＴＴＣＣ（配列番号１９）
、ＧＧＡＴＴＴＣＣＣ（配列番号２１）、およびＧＧＡＣＴＴＴＣＣＣ（配列番号２５）
から選択され；
ＦＬＡＮＫ１が、ＡＴ、ＴＣ、ＣＴＣ、ＡＧＴＴＧＡ（配列番号７９）、およびＴＴＧＡ
（配列番号８０）から選択され；かつ
ＦＬＡＮＫ２が、ＧＴ、ＴＣ、ＴＧＴ、ＡＧＧＣ（配列番号８８）、およびＡＧから選択
される；
請求項１に記載のマイクロエマルジョン組成物。
【請求項５】
前記デコイが少なくとも約１９の特異性／親和性係数を有する、請求項１に記載のマイク
ロエマルジョン組成物。
【請求項６】
前記デコイが、ＧＧＧＲＮＮＹＹＣＣ（配列番号１）、ＧＧＧＡＴＴＴＣＣ（配列番号１
１）、およびＡＧＴＴＧＡＧＧＡＣＴＴＴＣＣＡＧＧＣ（配列番号３０）から選択される
ヌクレオチド配列を含む、請求項１に記載のマイクロエマルジョン組成物。
【請求項７】
前記オリゴヌクレオチドデコイが、ホスホロチオエート骨格を有し、かつ前記デコイが投
与される組織においてＩＬ－６の発現を少なくとも約５０％低下させる、請求項１に記載
のマイクロエマルジョン組成物。
【請求項８】
皮膚炎の治療のために皮膚に投与するために、または炎症性腸疾患の治療のために腸に投
与するために配合された、請求項１に記載のマイクロエマルジョン組成物。
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【請求項９】
炎症を治療するためのマイクロエマルジョンの調製におけるＮＦ－κＢオリゴヌクレオチ
ドデコイの使用であって、前記マイクロエマルジョン中の前記デコイの配合により、前記
デコイが投与される組織における細胞内への前記デコイの送達が促進され、それによって
、前記組織におけるＮＦ－κＢ介在性のプロ炎症性遺伝子の発現を低減し、かつ前記炎症
を抑制する、使用。
【請求項１０】
前記デコイが、ヌクレオチド配列ＡＧＴＴＧＡＧＧＡＣＴＴＴＣＣＡＧＧＣ（配列番号３
０）を含む、請求項９に記載の使用。
【請求項１１】
炎症を治療するための請求項１から７のいずれか一項に記載のマイクロエマルジョンの調
製における、ＮＦ－κＢオリゴヌクレオチドデコイの使用。
【請求項１２】
前記炎症が皮膚炎または炎症性腸疾患である、請求項９または１０に記載の使用。
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